
クワカミキリ 

英名 ：Mulberry borer 
学名 ：Apriona japonica Thomson 

  

食入痕から虫糞が出ている 食害を受けた枝 

  

枝に食入する幼虫 枝を食害する成虫 

 

生態と防除 

発育経過 ： 卵→幼虫（５～１０齢）→成虫（有翅、２対）  

加害部位 ： 枝、幹  

越冬形態・越冬場所 ： 幼虫、枝幹中で越冬 

年間発生回数 ： ２年に１回  

防除時期 ： ６～９月 

防除対策 ： 幼虫がいると虫糞を出すので、穴から針金かキリを差し込んで刺殺す

る。クワカミキリは食害部の下に産卵痕があるので、木槌などで叩いて

卵をつぶす。 


